





















任意の 3 電極において，5 秒間隔定順序刺激，10 秒間隔定順序刺激，5 秒間隔無作為順










が上昇した．この結果より，神経回路網は 2 秒間隔の連続入力に対しては，1～2 個前の刺
激を 1 まとめにして応答している可能性が示唆された．入力ソースのクラスタに対する占
有率は，連続入力印加後（コンディショニング後）増加し，繰り返し入力によって応答の
再現性が増大することが確認された．ある特定パターンに偏って連続刺激した場合，その
パターンの応答再現性に特化して変化することが考えられ，この性質により，神経回路網
は入力に依存して自己組織的に応答すべき連続入力の長さを生成することが考えられるが，
これは細胞において入力を自律的に分節化する能力と関連する可能性がある． 
